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緒 言

著者の1人 前田はさきに学童生徒におけるPPD-s

0.06γ と2000倍 旧 ツ液 とのツ反応の比較成績について報

告 したが1),そ の際の調査対象は毎年2回 左右両側の前

搏屈側に同時に旧ツ液の注射を受けている小中学生であ

るため,ツ 液の頻回注射の影響が考え られ,か つBCG

陽性者を大多数含む集団であつた。しか るにわれわれは

たまたま結核に関する検診を現在まで行つたことのない

鹿児島県大島郡住用村のツ反応検査を実施する機会に恵

まれたので,か か る地域における旧ツ液ならびにPPD

-sに 対す る反応の様相について検討す ることができた。

したがつてここに同一人の左右前臆に両 ツ液を同時に注

射しえた787名 についての成績を述べたいと考える。

調 査 方 法

使用した2000倍 旧 ッ液は予研製標準 ツ液であ り,ま た

PPD-sは 予研で作つた2)凍 結乾燥粉末を,燐 酸塩緩衝

液で0.6/mlの 割合に溶解したものである。PPD-sは

溶解後力価が低下す るので,溶 液作製後には冷蔵保存し

小中学生には溶解後2日 目,学 童生徒以外の一般住民に

は溶解後6日 目にそれぞれ注射に供 した。

調査対象は,大 多数がツ反応検診を行つたことのない

鹿児島県大島郡住用村の小中学生341名 および一般住民

中の446名 であつた。したがつて年令層は0～84才 にわた

り,男352名,女435名 であつた。

使用した注射器はすべて0.5m容 量の正確に目盛され

た新しいもので,両 ツ液毎に注射筒の色をかえて混合を

避けた。また注射器の消毒はそれぞれ特定の器具で別 々

に行つた。注射にあたつては,特 製注射器の目盛にした

がつて正確に0.1meず つ前搏屈側の上1/3の部 分の皮内に

型の如 く注射した。

注射にあたつては,左 右差を考慮して調査対象をほぼ

同数ずつ2分 したかつたが,実 際上では不可能だつたの

で,学 童以外の一般住民では左側に旧ツ液,右 側にPP

D-sを 注射し,小 中学生では男女によつて左右のツ液の

種類を入れかえ,男 では右側に,女 では左側にそれぞれ

旧ツ液を注射し,他 側にPPD-sを 注 射した。したがつ

て左側に旧ツ液を注射したものは625名 で あつて右側に

旧ツ液 を注射したものよ りも多くなつたが,各 人共左右

に両 ツ液が同時に注射されているので,各 人毎に両 ツ液

の反応の様相が比較できた。

ツ反応判定の方法は,型 の如 く注射後48時 間目に,発

赤の色調および大 きさ,硬 結の程度および大 きさ,二 重

発赤の大 きさについてそれぞれ測定を行つた。

なお二重発赤を伴つたものの発赤の大 きさの集計にあ

たつては,そ の内径の大 きさの平均値を用いた。

調査成績および考案

本調査対象はツ反応検査およびBCG接 種 を行つたこ

とのないものであるか ら,ツ 反応陽性者はすべて自然感

染者と考えられる。したがつて本調査成績はさきに報告

したBCG接 種者が大多数であつてかつツ液の頻回注射

の影響が考えられる学童生徒の成績 と対比して検討を加

えた。

1)PPD-s0.06ツ の力価の検討

a)発 赤の大 きさの平均値:一 両 ツ液のいずれでも発

赤の大 きさ10mm以 上 を示 したもの249名 について比較

す ると,2000倍 旧 ツ液では14.43mmで あつたのに対し,

PPD-s0.06γ では17.41mmで あつて,PPD-sの 方が

2.98mm大 きかつた。

b)発 赤のRatio:一 両 ツ液のいずれでも発赤の大 き

さ10mm以 上を示したもの249名 について比較してみる

と,表1の 如く,平 均1.133を 示 し,明 らかにPPD-s

0.06γ の方が発赤の大 きさが大 きかつた。

c)硬 結の大 きさの平均値:一 両 ツ液のいずれでも硬

結の大きさ8mm以 上を示 したもの215名 について比較す

ると,2000倍 旧 ツ液では16.26mmで あつたのに対し,

PPD-s0.06γ では18.10mmで あつて,PPD-sの 方が

1.84mm大 きかつた。

d)硬 結のRatio;一 両 ツ液のいずれでも硬結の大 き

さ10mm以 上 を示した もの211名 について比較してみる

と,表1の 如 く,平 均1.126を 示 し,明 らかに硬結の大

きさでもPPD-sの 方が大 きかつた。

以上の成績か ら,ツ 反応の強さを示す発赤および硬結

のいずれでみてもPPD-s0.067の 方が2000倍 旧 ツ液 よ

りも強いことが判明した。 また これ らのRatio値 は,

さきに報告した3)BCG陽 性者の多い学童生徒の場合の
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表1PPD-s0.06γ の 力 価 の 検 討

注:Ratioは2000倍 旧ツ液を標準に して求 めた

成績,す なわち発赤のRatio1.148に 比 して大差なく,

また結核患者の場合の成績4),す なわち発赤のRatio

1.177,硬 結 のRatio1.127に 比 して も大差は認め られ

なかつた。すなわちBCG陽 性集団でみて も自然陽性集

団でみて も,ま た結核患者でみてもPPD-s0.06γ は

2000倍 旧ツ液 よりもその力価がやや強いことが明 らかと

なつた。

次に,以 上の発赤および硬結のRatioを 性別にみると

表1の 如 く大差はないが,小 中学生と一般住民とで比較

してみると,発 赤のRatioで は0.081だ け,硬 結のRatio

で も0.101だ け小中学生の方が高かつた。すなわち,小中

学生の場合のPPD-sの 力価が2000倍 旧 ツ液 よりも強 く

現われているが,そ の原因は冷蔵期間の長短による保存

の影響であるのか,あ るいは調査対象の年令差によるの

か明 らかなことは言いえない。

2)発 赤の様相

PPD-sに よるツ反応の発赤の色調は,旧 ツ液に比 し

てより明 らかな鮮紅色を呈するものが多かつた。またツ

液の頻回注射を行つている学童生徒の場合 と異 な り,

2000簡 日ツ液の場合に も明 らかな鮮紅色を呈するものが

多 く,い わゆるK反 応56)の 如 き朽葉色の色調を呈する

ものは認められなかつた。

次に,発 赤の大 きさの度数分布曲線をみると,図1の

如 くであつて,さ きに報告した学童生徒および結核患者

の場合 と同様に,PPD-s0.06γ の度数分布曲線は2000

倍 旧 ツ液のそれ とほぼ平行関係にあることが認 め られ

た。ここで興味あることは,PPD-sの 力価が旧ツ液よ

りもやや高いに もかかわ らず,度 数分布曲線の第1曲 線

はやや旧ツ液 よりも発赤の大きさの小さい方に平行して

ずれる傾向が認められ,ま たPPD-sの 力価が強いため

図1 2000倍 旧ツ液 と予研PPD-s0.06γ と

による発赤の大 きさの度数分布曲線

が;PPD-sの 第2峰 の山は百ツ液のそれに比し てやや

発赤の大 きさの大 きい方にずれていたことであつた。

また,発 赤の大 きさの相関図を描いてみると,図2の

如くであつて,そ の相関係数はr=0.9084で あ り,こ れ

をさきに報告したBCG陽 性者を大多数 とする学童生徒

の場合の相関係数r=0.560に 比 して,は るかに高い相関

を示していた。また結核患者の場合の相関係数r=0.650

に比べても,高 い相関を示していた。

次に,両 ツ液による陽性者の一致状況を検 討 し て み

た。この際,PPD-sは 主 としてツベルクリン活性因子

よりなるもので,そ の非特異反応は力価の多少の高低に

よつて支配 されないものと考えて,仮 に旧ツ液の場合 と
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図2 2000倍 旧 ツ液 と予 研PPD-s0.06γ と

の発赤の大きさの相関関係
r=0,9084

表2調 査対象別にみた旧ツ液 とPPD-s

との陽性率の差異

同様に発赤の大 きさ10mm以 上 を陽性 として比較するこ

ととした。その成績は相関図(図2)お よび表2の 如 く

であつて,1日 ツ液で9mm以 下 を示した ものは787名 中

536名(68.1%)で あ り,こ のうちPPD-sで10mm以 上を

示した ものは47名(6.0%)で あつた。これに反し,P

PD-sで9mm以 下 を示したものは787名 中491名(62.4

%)で あ り,このうち旧ツ液で10mm以 上 を示したものは

僅かに2名(0.3%)で あつた。すなわち,自 然感染者

のみの調査対象である住用村にあつては,両 ツ液による

陽性者の不一致例が49名(6.3%)に 認 められ,こ れ ら

の例はPPD-sで 陽性 となるものが旧ツ液で陽性 となる

ものよりも45名(5.7%)多 かつた。

さて,以 上の陽性者の不一致状況を調査対象別に検討

してみると,表2の 如くである。まずBCG陽1生 者を大

多数とする学童生徒の場合に比較してみると,1129例 中

59例(5.2%)の 陽性者の不一致例では,PPD-sで 陽

性 となるものよ りも1日ツ液で陽性となるものが31例(2.7

%)多 く,住 用村の成績 と逆の関係にあつた。また結核

患者の場合 と比較してみると,223名 中20名(9.0%)の

陽性者の不一致例では,PPD-sで 陽性となるものが旧

ツ液で陽性 となるものよりも12名(5.4%)多 く,上 述

の住用村の成績と極めてよく一致 していた。

このように調査対象によつて差異の起つた原因として

は,1つ はPPD-s0.067/0.1mlが2000倍 旧 ツ液 よりも

高力価であること,他 の1つ はBCG陽 性の多い小中学

生の成績ではツ液の頻回注射による異常反応が2000倍 旧

ツ液の場合に出現し易いことなどにも由るであろう。し

たがつて以上の如き比較成績か らのみでは,PPD-sが

BCG陽 性者よりも自然感染者に対してやや特異的に反

応する傾向を有するのではないかとい う結論は下し難い

ものと考える。このPPD-sの 特 異性については,さ ら

にPPD-sの 濃 度をかえて種 々検討を加える必要がある

であろう。

3)硬 結の様相

PPD-sは 旧 ツ液 と異なり,明 らかな硬結を示す もの

が多い。すなわち旧ツ液に比してコンパク トな反応を示

してい る。本調査対象のツ反応陽性者は自然感染者とみ

なしうるか ら,旧 ツ液の場合に もBCG陽 性者を大多数

とする集団 と異な り,確 実に硬結を計測しうる例が大多

数であつた。すなわち,わ れわれが通常硬結の程度を現

わすのに用いる硬結(±)の もの(硬 結を触知しうるか否

か程度の極めて軽度なもの)を 除くと,他 の例はほとん

どすべて硬結を計測しうるものであつた。この原因は木

地域がツ反応検査の初回地域であつたことにもよろであ

ろう。したがつて両 ツ液による硬結の大 きさについても

比較検討を加えることができた。

まず両 ツ液による硬結触知率を比較してみると,表

3の 如く,小 中学生においても,一 般 住民においても
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表32000倍1日 ツ液およびPPD-s0.06γ に よるツ反応陽性程度の比較

PPD-sの 方が旧ツ液 より高く,旧 ツ液の約1.3倍 を示

していた。

次に,硬 結(±)の ものを硬結 を触知しえなかつたもの

に入れて硬結の大 きさ0mmと して,硬 結の大 きさによ

る度数分布曲線を描いてみると,図3の 如くであつた。

すなわち,硬 結の大 きさ5mm以 下 の部分を除いて考え

図32000倍 旧 ツ液 と予研PPD-s0.06γ と

の硬結の大 きさの度数分布曲線

ると,PPD-s0.06γ の度数分布曲線は2000倍 旧 ツ液の

それとほぼ平行関係にあり,か つPPD-sの 力価が旧ツ

液に比 して硬結の大 きさの平均値およびRatioで みて も

やや強かつたため,PPD-sの 山が旧ツ液のそれに比 し

て硬結の大 きさの大 きい方にややずれていた。この関係

は発赤の大 きさによる度数分布曲線中の第2峰 の曲線の

それ と極めてよく一致していた。

次に,硬 結の大 きさによるPPD-sと 旧 ツ液 との相関

関係をみると,図4の 如 くであつた。すなわち,旧 ツ液

で明 らかな硬結を触知しえない(±)以 下の ものおよび硬

結の大 きさ5mm以 下 のもの570名 中,PPD-sで6mm

図4 2000倍 旧ツ液 と予研PPD-s0.06γ と

の硬結の大 きさの相関関係

以上の硬結を認めた ものは80名(10.2%)で あ り,こ れ

とは逆に旧ツ液では明 らかな硬結を認めなが らPPD-s

で は硬結 を触知しえなかつた ものは1例(0.1%)に す

ぎなかつた。また,両 ツ液のいずれによつても硬結の大

きさ6mm以 上 を示したものについて硬結の大 きさの相

関関係をみてみると,比 較的高い相関が認められた。

以上の成績か ら,PPD-sは 旧ツ液に比 し明 らかに計

測しうる硬結 を示す ものが多いことが判明した。

さてW.H.O.な どでは,PPD-sに よるツ反応の判定

に硬結の大 きさを計測して陰 ・陽性の判定を行 つ てい

る。しかし,か れ らはわれわれが通常硬結の大 きさを計

測 し難いものとして(士)あ るいは(+)と 記載するもの

を如何に判定す るかが問題であ り,硬 結の大 きさによる

PPD-sの 判定の可否については別に検討したいと考え

る。

4)二 重発赤形成の様相

両 ツ液による二重発赤の形成率を比較してみ ると,表

3の 如 く,小 中学生でみても,一 般住民でみて もPPD

-sの方 が旧ツ液よ りも高く,旧 ツ液の約1,5～2借 を示し
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ていた。すなわちPPD-sの 方が旧ツ液よりも二重発赤

を形成し易いことが認められた。

結 論

われわれはツ反応検査およびBCG接 種 を未だかつて

行つたことのなかつた地域の小中学生341名 お よび一般

住民446名,計787名 について,同 一人の左右両側の前陣

屈側に2000倍 旧 ツ液 とPPD-s0.06γ とを同時に注射し

両ツ液による反応の様相を比較検討 した結果,次 の成績

が得 られた。

1)PPD-s0.06γ は その発赤の大きさの平均値およ

びRatioで みて も,硬 結の大きさの平均値およびRatio

でみても,2000倍 旧 ツ液よりもやや力価が高かつた。

2)PPD-sの 発赤の大 きさの度数分布曲線および硬

結の大きさの度数分布曲線は旧ツ液のそれとほぼ平行関

係にあつた。

3)両 ツ液間の発赤の大 きさの相関関係をみると,両

ツ液による陽性者の不一致例が49名(6.3%)に 認め ら

れ,こ れ らの例はPPD-sで 陽性となるものが旧ツ液で

陽性 となる ものよりも45名(5.7%)多 かつた〇 この成

績はBCG陽 性を主 とする学童生徒の成績 とは逆の関係

にあ り,結 核患者の場合の成績 と一致していた。

4)PPD-sは 旧ツ液 よりも硬結触知率は高かつた。

また旧ツ液で硬結の大きさ6mm以 上を示したものよ り

も,PPD-sで6mm以 上を示したものの方が79例

(10.1%)も 多かった。

5)PPD-sに よる二重発赤の形成率は旧ツ液による

それよりも高かつた。
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